
●グループ討議風景

班別に地区住民の
現状や避難場所・
避難通路について
議論。

●入善町蛇沢地区ワークショップ
の風景（平成29年1月19日）

黒部河川事務所
職員が避難行動
の考え方などの
資料を用いて地
域の洪水リスク
等を説明。

黒部川大規模氾濫に関する減災対策協議会の取組 災害・避難カードワークショップ
○富山県入善町では、協議会の取り組みの一環として、モデル地区において、『災害・避難カード』※の作成を
通し、地区住民一人ひとりの災害危険性に対する防災意識向上と具体的な避難方法の検討を目的に「ワーク
ショップ」を開催

○｢ワークショップ｣では、黒部河川事務所が作成した箇所別の浸水想定に関する資料等を用い、｢自分の住む地
域の洪水リスク｣を知り、自分や家族の大切な命を守るための具体的な避難行動について、地域で議論。
今後、より実行性ある避難計画を作成予定。

※『災害・避難カード』…個人の立場や状況に応じて、必要な避難行動、タイミングが異なることから、それぞれの視点で避難行動の方法を
検討することが重要であり、住民自身による適時適切な避難のため、住民一人ひとりが常に身に付けられるようにするためのもの

＜ ※内閣府H.Pより http://www.cao.go.jp/ ＞

●「災害・避難カード」作成例


